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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究では、ギ酸水素リアーゼの反応メカニズムを Ru モデル錯体を用いて詳細に検討している。

また、光化学系 II の光阻害状態が酸素によって修復される新しいメカニズムを Mn モデル錯体を用

いて提案している。本研究で得られた知見は、酵素の反応メカニズムの解明だけでなく、ギ酸

からの水素発生触媒や、酸素の還元触媒の分子設計においても有益であり、錯体化学と触媒化

学上、価値ある業績であると認める。 

よって、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 


